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2024 年は大きなイベントはなく、巻頭言で記したようにセンターとして初めて外部評価を受けることになった。
７年の歩みを振り返ると、センターの研究員諸氏のご活躍ご協力が最大の推進力であった。大学からの人件費と若干
の活動経費はあるが、研究会やカンファレンス、YouTube 等多くの方々のご協力ご高配がなければ到底なしえなか
った。改めて感謝の念に堪えない。日本の大学でこのような刑事司法分野の専門的研究機関を擁するところは極めて
限られる。大学が設置したものではない当センターは、まったくのボランティアに支えられており、ここまで維持で
きたことが奇跡のように思える。外部資金が滞ったため昨年は活動がきわめて地味なものになってしまったが、その
存在価値は衰えるものではなく、引き続き活動を維持したいと考えている。各方面からのご理解ご支援を願う次第で
ある。なお外部評価に当たっては報告書作成に関わりのセンター PD 研究員の渡邉友美氏に甚大なご協力を頂いた。
記して感謝したい。 （MI）


